
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
運
用
と
市
職
員
の
現
況

 

低
賃
金
の
任
用
職
員
を
長
期
に
多
数
雇
う
経
費
削
減
は

制
度
の
本
質
に
反
す
る
。
単
年
を
３
年
ま
で
延
ば
し
た
ル
ー

ル
を
上
回
る
残
念
な
雇
用
へ
の
見
解
は
。

 

南
北
自
由
通
路
の
具
体
的
な
計
画
が
な
い
現
状
で
は
、

定
期
借
地
事
業
で
整
備
さ
れ
る
建
物

へ
の
自
由
通
路
の
ゲ
ー
ト
機
能
の
整

備
は
困
難
で
あ
る
。
土
地
は
市
が
持

ち
続
け
る
の
で
、
実
現
に
向
け
た
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
、
具
体
的
な
案

が
出
て
く
れ
ば
市
有
地
を
最
大
限
に

活
用
す
る
中
で
対
応
を
考
え
て
い
く
。

 

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

魅
力
的
で
誰
か
ら
も
選
ば
れ
る
ま
ち

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
身
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
を

維
持
で
き
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
の
で
、
後
世
に
本
市
の
水

や
緑
、
歴
史
や
に
ぎ
わ
い
と
い
っ
た
財
産
を
よ
り
魅
力
的
に

し
て
引
き
継
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

南
口
駅
前
広
場
「
駅
ま
ち
空
間
」
の
取
り
組
み

 

三
島
駅
南
口
の
再
開
発
に
伴
い
、
東
西
街
区
と
駅
前
広

場
、
そ
の
周
辺
地
域
も
含
め
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
道
に
お
け
る
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
一
般
灯
具
と
比
べ
40
％
消
費
電
力
量
が
抑

え
ら
れ
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
や
電
力
使
用
量
も
削
減
さ
れ

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
ど
も
の
育
成

 

こ
ど
も
家
庭
庁
が
４
月
に
発
足
す
る
が
、
こ
ど
も
家
庭

庁
の
事
業
に
つ
い
て
、
三
島
市
と
し
て
窓
口
を
一
本
化
し
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
市
の
窓
口
は
内
容
に
よ
り
分

か
れ
て
い
る
が
、
丁
寧
な
案
内
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。
市
民
が
よ
り
利

用
し
や
す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
業
務

体
制
を
見
直
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
も
見
据
え
て
こ
ど
も
家

庭
室
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
、
体

制
の
整
備
を
図
る
。

 

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
令
和
5

年
度
か
ら
は
水
銀
灯
と
蛍
光
灯
に
換
え
て
１
４
０
基
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

市
が
策
定
し
た
地
球
に
や
さ
し
い
率
先
行
動
計
画
第
5
版
に

基
づ
き
、
令
和
9
年
度
ま
で
に
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

完
了
を
目
指
す
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
策

 

コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
生
活
困
窮
者
が
増
加
し
、
子
ど
も

の
貧
困
の
連
鎖
を
含
め
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
・
支
援
体

制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
対
策
を
伺
う
。

 

子
ど
も
の
貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
し
な
い
よ
う
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
な
ど
関
係
各
課
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
で
は
、
母
子
父
子
自
立
支
援
員
を
配
置
し
て
き
め
細
か
な

相
談
支
援
に
努
め
て
お
り
、
い
っ
そ
う
の
相
談
体
制
や
情
報

提
供
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

 

駅
前
広
場
整
備
に
向
け
て
は
、
東
西
街
区
、
楽
寿
園
、

中
心
市
街
地
へ
連
続
性
や

拠
点
性
を
持
た
せ
、
せ
せ

ら
ぎ
や
緑
を
残
し
つ
つ
、

十
分
な
歩
行
空
間
や
連
続

屋
根
の
設
置
等
に
よ
る
待

合
空
間
の
整
備
の
他
、
魅

力
的
な
景
観
形
成
を
検
討

し
、
円
滑
な
人
の
流
れ
や

活
力
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
つ
な
げ
て
い
く
。

建
築
物
価
高
騰
の
も
と
で
の
再
開
発
事
業
の
工
事
費

 

市
は
事
業
収
支
の
見
通
し
も
示
さ
ず
令
和
5
年
度
に
組

合
へ
の
20
億
円
も
の
補
助
金
支
出
を
予
定
し
て
い
る
が
、
総

事
業
費
や
工
事
費
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

未
来
を
拓
く
都
市
経
営
、
土
地
利
用
で
財
源
確
保
を

 

5
年
後
に
完
成
予
定
の
西
間
門
新
谷
線
の
沿
線
は
企
業

誘
致
に
最
適
で
あ
る
。
土
地
利
用
計
画
を
見
直
し
、
雇
用
と

税
収
で
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
は
ど
う
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
状
況
と
今
後

 

三
島
市
に
お
け
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
機
能
を
備
え
た
セ
ル
ラ
ー
モ

デ
ル
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
活
用
、
修
学
旅
行
、
校
外
学
習
、
校
舎

外
の
授
業
な
ど
で
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
の
再
生
と
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
取
り
組
み

自
死
遺
族
へ
の
心
の
ケ
ア
の
取
り
組
み
の
現
状

福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
方
針

教
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
学
校
と
市
の
対
応

 

市
が
地
権
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
権
利
変
換
に
あ

た
り
議
決
が
必
要
と
定
め
た
法
律
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
地
方
自
治
法
第
２
３
７
条
第
２
項
に
つ
い
て
は
、
交
換

や
譲
渡
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
権
利
変
換
は
挙
げ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
議
決
が
必
要
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
の
市
有
地
の
権
利
変
換

 

三
島
市
が
所
有
す
る
土
地
を
権
利
変
換
し
て
組
合
に
受

け
渡
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
三
島
市
議
会
の
議
決
を
必
要
と
し

な
い
法
的
根
拠
は
何
か
。

 

校
外
に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト

で
調
べ
た
り
、
写
真
等
を
共

有
し
た
り
で
き
る
こ
と
か
ら
、

活
用
の
幅
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
校
外
で
の

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
活
用

等
、
端
末
の
効
果
的
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
と

と
も
に
、
事
例
を
集
め
、
市

内
教
職
員
と
共
有
し
て
い
く
。

 

支
出
の
大
部
分
を
占
め
る
工
事
費
は
※
Ｅ

Ｃ
Ｉ
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
精
査
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
事
業
成
立
の
大
前
提
で
あ
る
事

業
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
工
事

費
や
工
期
、
保
留
床
処
分
金
な
ど
に
つ
い
て
事

業
関
係
者
で
検
討
を
行
い
、
事
業
計
画
が
精
査

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

当
該
地
は
本
市
の
上
位
計
画
に
お
い
て
複
合
産
業
集
積

ゾ
ー
ン
と
し
て
周
辺
環
境
と
共
存
し
得
る
企
業
立
地
を
許
容

し
て
い
く
位
置
付
け
で
あ
る
。
西
間
門
新
谷
線
の
工
事
の
進

捗
状
況
や
地
権
者
意
向
等
を
見
極
め
つ
つ
、
企
業
誘
致
の
見

通
し
が
立
っ
て
き
た
ら
、
都
市
的
土
地
利
用
を
本
格
的
に
検

討
し
て
い
く
。

 

事
務
員
に
つ
い
て
は
、
最
長
３
年
の
再
度
任
用
が
可
能

で
あ
り
、
３
年
を
迎
え
た
職
員
を
任
用
す
る
所
属
は
公
募
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
験
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、
人
材

が
集
ま
ら
な
い
等
で
、
事
業
運
営
上
人
材
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
任
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
可
能
な
範
囲
で

適
正
運
営
を
し
て
い
く
。

 

小
学
校
に
お
い
て
は
、保
健
室
を
窓
口
と
す
る
こ
と
で
、

児
童
一
人
一
人
の
状
況
を
丁
寧
に
見
取
り
、
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
く
。
な
お
、
学
校
現
場
の
状
況

を
も
と
に
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
、
ま
た
、
そ
の
考
え
方

を
含
め
て
、
さ
ら
に
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
高
学
年
の
女
子
ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品
を

 

安
心
な
学
び
の
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
中
学
校
に
続

い
て
小
学
校
高
学
年
の
女
子
ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
再
開
発
事
業
と
南
北
自
由
通
路
へ
の
取
り
組
み

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
駅
側
ビ
ル
の
導
入
機
能
を
見
直

し
、
広
域
行
政
機
能
の
導
入
と
駅
南
北
を
つ
な
ぐ
跨
線
橋
の

南
側
ゲ
ー
ト
機
能
の
設
置
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
形
成

 

世
界
最
高
の
技
術
・
経
済
力
を
誇
っ
た
昔
を
忘
れ
知
足

安
分
、厳
し
い
現
実
に
見
合
う
規
模
の
市
政
運
営
が
必
須
だ
。

未
来
の
た
め
の
最
重
要
施
策
は
何
か
。

大
石 

一
太
郎

（
改
革
み
し
ま
）

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

甲
斐
　
幸
博

（
緑
水
会
）

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

中
村
　
　
仁

（
緑
水
会
）

古
長
谷
　
稔

（
無
会
派
）

※ＥＣＩ方式とは…プロジェクト
の設計段階から施工者の技術
力を設計内容に反映させ、コス
ト縮減や工期短縮を目的とす
る契約方式。
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